
 

「 彩 の きず な 」 栽培 指 針  

 

１  品 種 特 性 （ キ ヌ ヒ カ リ に 比 べ て ）  

○  出 穂 期 は 2～ 3 日 早 く 、 成 熟 期 は 同 等 。  

○  稈 長 は 10cm 程 度 短 く 、 穂 数 は １ 割 程 度 多 い 。   

○  耐 倒 伏 性 は 「 や や 強 」 で 「 朝 の 光 」 並 。  

○  収 量 性 は 高 く 、 １ 割 程 度 多 収 。  

○  食 味 は 粘 り が あ り 、 同 等 以 上 。  

○  高 温 に 強 く 、 白 未 熟 粒 の 発 生 が 少 な い 。  

○  「 彩 の か が や き 」 と 同 等 の 病 害 虫 抵 抗 性 を 持 ち 、 減 農 薬 栽 培 に  

 適 す る 。  

 

２  育 苗  

（ １ ） 種 子 の 準 備  

      必ず 正 規の 種子 (採種 ほ 産種 子 )を使 用 する 。  

 

（ ２ ） 比 重 選  

より 充 実の 良 い苗 を作 る ため 、 でき るだ け 比重 選 を実 施す る 。  

比重 選 を行 う 場合 、 水 10 ㍑ に 対し て 食塩 な ら 2.1kg、 硫 安な ら

2.8kg を良 く 溶か し た液 を 用い 、 選別 を行 う 。比 重 選し た種 籾 は水 で

良く 洗 う。  

引き 続 き薬 剤 で種 子消 毒 を行 う 場合 は、 水 洗し た 種籾 をそ の まま 消

毒し て 良い が 、温 湯消 毒 を行 う 場合 は、 発 芽率 が 低下 する 恐 れが あ る

ので 、 十分 に 乾燥 させ る か、 温 湯消 毒後 に 比重 選 を行 う。  

 

（ ３ ） 温 湯 消 毒  

ア  対 象 病 害 虫  

  温湯 消 毒は イ ネ シン ガ レセ ン チュ ウ、 い もち 病 、ば か苗 病 、苗 立 枯

細菌 病 、も み 枯細 菌病 の 防除 に 効果 があ る 。  

 

イ  温 湯 消 毒 の 手 順  

① 高 水分 な 籾を 利用 す ると 発 芽障 害を 起 こす こ とが ある の で、 十

分乾 燥 （水 分 15％ 以下 ） した 種 籾を 使う こ と。  

② 種 籾を 網 袋に 詰め る 。網 袋 は余 裕を 持 って 入 れ、 詰め 過 ぎな

い。  

 ③  温湯 消 毒器 の湯 温 を 60℃ と し 、種 籾 を 10 分～ 15 分間 浸 漬 す

る。 湯 の温 度 が低 い場 合 や浸 漬 時間 が短 い と消 毒 効果 が劣 り 、湯

の温 度 が高 す ぎた り、 浸 漬時 間 が長 いと 発 芽率 が 低下 する 。  



 

 ④  浸漬 後 、取 り出 し た種 籾 は直 ちに 冷 水で 冷 却す る。  

 

   ウ  温 湯 消 毒 の 留 意 点  

① 温 湯消 毒 後、 直ぐ に 浸種 す る場 合は 、 乾燥 さ せず 、そ の まま 行      

う。  

② 温 湯消 毒 後、 播種 ま で間 が あく 揚合 は 、種 籾 を十 分乾 燥 させ 、

籾が ム レな い よう にす る （十 分 乾燥 させ れ ば、 冷 暗所 で１ カ 月程

度保 存 が可 能 ）。  

③ 温 湯消 毒 は化 学薬 剤 と異 な り、 残効 が ない の で、 温湯 消 毒後 の

乾燥 に は古 い むし ろ等 は 使用 し ない 。ま た 保管 は 清潔 な冷 暗 所と   

する 。  

 

（ ４ ） 浸 種 ・ 催 芽  

   十分 な 日数 、浸 種 を行 い （ 15℃ぐ ら いの 水 の中 で５ 日 程度 ） 、そ の

後 30℃ 前 後の 温 度 をか け 、均 一 に芽 切ら せ る。  

   芽が 伸 びす ぎる と 播種 の 際、 芽が 折 れて し まう ので 、 浸種 の 水温 が

高い 場 合な ど には 、伸 ば しす ぎ に注 意す る 。  

 

（ ５ ） 播 種  

  ア  培 土 の 消 毒  

育苗 培 土は 人 工培 土や 成 型マ ッ トで あっ て も、 健 苗育 成の た め、

でき る だけ タ チガ レン 等 で消 毒 する 。人 工 培土 は 高温 殺菌 等 が行 わ

れて い るが 、 外か ら侵 入 した 病 原菌 の繁 殖 を防 ぐ 力は ない 。  

 

  イ  播 種 量  

稚苗 の 場合 、 播種 量は 乾 籾で １ 箱当 た り 150～ 180g、 中苗 は 80～

100ｇ程 度 とす る 。 厚播 き は細 苗 や徒 長苗 の 大き な 原因 とな る ので

絶対 に 避け る 。  

 

（ ６ ） 育 苗 管 理  

  ア  温 度 管 理  

    出 芽 後、 昼間 は 20～ 25℃ 、 夜間 は 15～ 20℃ に なる よ うに 管 理す

る。 30℃ を越 え る よう な 高温 は ムレ 苗や 苗 立枯 病 の原 因と な る。 特

にト ン ネル 管 理の 場合 、 好天 時 には すぐ に 30℃以 上 に なっ て しま う

ので 、 トン ネ ル内 に温 度 計を 設 置し 、こ ま めな 換 気を 行う な ど、 温

度管 理 に十 分 注意 する 。  

   

  イ  追 肥  

    追 肥 は原 則と し て行 わ ない が、 中 苗の 場 合、 肥切 れ が見 ら れた 場

合、 落 水し て 箱当 たり 窒 素成 分 量 0.5ｇ程 度 の肥 料 を 500ml の 水に

溶か し 、ジ ョ ロ等 で施 用 する 。  



 

 

  ウ  苗 の 目 安  

目標 と する 大 きさ は稚 苗 の場 合 、草 丈 12～ 15cm、 葉齢 は 2.5 前

後、 中 苗で は 草 丈 15～ 18cm、 葉 齢 3.5 前後 で あ る。 目 標と す る大

きさ に なっ た ら、 苗を 老 化さ せ ない よう 、 すみ や かに 移植 を 行う 。  

特に 稚 苗の 場 合、 葉齢 が 2.5 を 過ぎ ると 急 速に 老 化す るの で 注意

する 。  

また 、 育苗 初 期に あま り 高温 に せず 、第 １ 葉の 葉 鞘を ３ cm 程 度 に

育苗 す ると 移 植の 時、 植 え付 け 深の 目安 と なる 。  

 

 

３ 本田準備  

（ １ ） 土 づ く り  

堆肥 や ケイ 酸 資材 を積 極 的に 施 用し 、土 作 りに 努 める 。堆 肥 は地 力

を高 め 、根 の 活性 維持 や 生育 後 半の 凋落 防 止な ど に有 効で あ る。 10a
あた り １～ ２ t 程 度 施用 す る。 ま た、 ケイ 酸 は病 害 虫や 倒伏 の 軽減 効

果だ け でな く 、根 の活 性 維持 に より 高温 障 害軽 減 効果 も期 待 でき る 。

ケイ カ ル を 10a あ たり ３ ～５ 袋 程度 施用 す る。  

 

（ ２ ） 耕 う ん  

耕う ん は水 稲 の根 系を 広 げる た め、 耕 深 15cm を 目 標 に、 田 面や 耕

盤が 凸 凹に な らな いよ う 丁寧 に 行う 。ま た 、耕 深 が浅 いと 、 基肥 が 表

層に 高 濃度 で 混和 され る こと に なり 、初 期 生育 は 旺盛 だが 、 その 後 肥

料切 れ を起 こ し過 繁茂 → 凋落 型 の生 育と な る危 険 性が より 高 まり 、 高

温障 害 を助 長 する 。  

 

（ ３ ） 代 か き  

代か き は均 平 に注 意し 、 過度 に なら ない よ う２ 回 程度 行う 。 均平 が

不良 だ と、 生 育ム ラの 原 因に な るだ けで な く、 雑 草多 発の 原 因と な る

ので 注 意す る 。  

代か き 後は 数 日間 、水 を 張っ た まま おき 、 田面 に 指で 作っ た 溝が 数

秒で 消 える 程 度の 硬さ と なっ た ら移 植を 行 う。  

 

４  移 植  

 （ １ ） 移 植 期  

早植 ～ 普通 期 栽培 まで 適 応性 が 高い 。た だ し、 障 害型 冷害 に 弱い た

め、 早 期栽 培 は避 ける 。 また 、 ７月 移植 で は１ 穂 籾数 の減 少 によ る 減

収、 登 熟気 温 の低 下に よ る食 味 や外 観品 質 の低 下 が懸 念さ れ るこ と か

ら６ 月 下旬 ま でに 移植 す る。  
 



 

（ ２ ） 栽 植 密 度  

坪当 た り 50～ 60 株 程度 を しっ か り植 え付 け る。 極 端な 疎植 は 、紋

枯病 の 発生 を 助長 する 懸 念が あ るこ と、 ま た特 に 普通 期栽 培 では 天 候

不良 の とき に 、穂 数不 足 にな る 懸念 があ る ため 避 ける 。  

 

（ ３ ） 植 え 付 け 深  

３ cm 程 度 と なる よ う、 代 かき を 適正 に行 う とと も に、 苗の 第 １葉 の

位置 な どを 目 安に 田植 機 の調 整 をし っか り 行う 。  

深植 え では 下 位分 げつ が 抑制 さ れ、 根系 の 拡大 等 が抑 制さ れ る。  

 

（ ４ ） １ 株 本 数  

１株 ２ ～３ 本 を厳 守す る 。  

苗の 本 数が 多 すぎ ると 深 植え と 同じ よう に 下位 分 げつ が抑 制 され る

とと も に、 空 気の 流れ が 悪く な り、 紋枯 病 多発 の 原因 とな る 。  
 

５  施 肥  

（ １ ） 早 植 栽 培 （ 基 肥 +追 肥 体 系 ）  
ア  基 肥  

        基 肥 は、 窒素 成 分 で 10a 当 たり ７ kg を基 準 と する 。 ただ し 、火 山

灰土 な ど地 力 の高 いほ 場 では ５ kg と する 。  
多肥 栽 培は 穂 数が 過剰 と なり 、 穂揃 いが 悪 くな っ たり 、登 熟 期間

が天 候 不良 と なっ た場 合 、粒 厚 が著 しく 低 下し 、 屑米 が多 発 する 可

能性 が ある の で、 絶対 に 避け る 。  
 
イ  高 温 障 害 軽 減 の た め の 追 肥  

    登 熟 期 に 著し い 高温 に 遭遇 する と 、「 彩 のき ずな 」 でも 白 未熟 粒

発生 に よる 品 質低 下が 心 配さ れ る。 この た め、 移 植 後 30～ 35 日 頃

の葉 色 が 4～ 3.5 以 下に 低 下し た 場合 は窒 素 成分 で 10a 当た り １～ ２

kg 程度 追 肥す る 。  
 
ウ  穂 肥  

        穂 肥 は、 出穂 前 25～ 23 日前 （幼 穂 長１ ～ ２ mm）に 窒 素成 分 で

10a 当た り ３ kg を 基準 と する 。 ただ し、 火 山灰 土 など 地力 の 高い ほ

場で は ２ kg と す る 。ま た 、こ の とき の葉 色 は 4～ 4.5（ 葉色 版 、群 落

値） 以 下を 目 安と し、 濃 い場 合 は５ 日程 度 遅ら せ 、施 用量 も 3 割 程

度減 ら す。 出 穂期 は気 温 によ っ て変 動し や すい の で、 こま め に幼 穂

長を 測 定し 、 施用 時期 が 遅れ な いよ うに す る。 ま た、 過剰 施 用は 蛋

白質 含 有率 の 増加 によ り 食味 が 低下 する 恐 れが あ るの で絶 対 に避 け

る。  
     



 

（ ２ ） 普 通 期 栽 培 （ 基 肥 ＋ 追 肥 体 系 ）  

      「彩の き ずな 」 は他 品 種に 比べ 、 普通 期 栽培 で蛋 白 質含 有 率が 増  
   加し や すい ので 、 過剰 な 施肥 、遅 い 穂肥 は 絶対 に避 け る。  
 
  ア  基 肥  

        基 肥 は窒 素成 分 で 10a 当た り５ kg を 基準 と す る。  
    多 肥 栽培 は早 植 栽培 以 上に 屑米 が 多発 す る可 能性 が あり 、 蛋白 質

含有 率 も著 し く増 加す る 可能 性 があ るの で 、絶 対 に避 ける 。  

 

イ  高 温 障 害 軽 減 の た め の 追 肥  
    移 植 後 20～ 25 日 頃 の葉 色 が 4～ 3.5 以下 に 低下 した 場 合は 窒 素成

分 で 10a 当 た り１ kg 程 度追 肥 する 。  
 
ウ  穂 肥  

        穂 肥 は、 出穂 前 25 日 前（ 幼 穂 長 0.5～ 1mm） に窒 素 成分 で 10a 当

たり ２ kg を基 準 と する 。 また 、 この とき の 葉色 は ４（ 葉色 版 、群 落

値） 以 下を 目 安と し、 濃 い場 合 は５ 日程 度 遅ら せ 、施 用量 も ３割 程

度減 ら す。 出 穂期 は気 温 によ っ て変 動し や すい の で、 こま め に幼 穂

長を 測 定し 、 施用 時期 が 遅れ な いよ うに す る。 ま た、 過剰 施 用は 早

植栽 培 以上 に 蛋白 質含 有 率が 増 加し やす く 、食 味 が低 下す る ので 絶

対に 避 ける 。  
 

（ ３ ） 一 発 施 肥  

      普通 期 栽培 では 、 窒素 成 分 で 10a 当た り 速効 性 肥料 :5kg＋ LP50:3kg
を混 合 した 一 発肥 料で 、 追肥 体 系と 同等 の 収量 、 品質 が期 待 でき る 。  

 

６  雑 草 管 理  

（ １ ） 除 草 剤 の 選 択  

      除草 剤 は、 １商 品 に１ 成 分か ら４ 成 分を 含 むも のま で 幅広 い 商品 が

販売 さ れて い る。 減農 薬 栽培 で は、 除草 剤 の成 分 数も カウ ン トさ れ る

ため 、 発生 草 種に 合わ せ た成 分 数の 少な い 除草 剤 を選 択す る 。  

 

（ ２ ） 除 草 剤 の 使 用 方 法  

  ア  安全 性 ・ 効果 の 点か ら ラベ ルを 良 く読 み 、使 用量 、 使用 方 法、 使

用時 期 を厳 守 する 。  

 

  イ  散布 の 際 には 水 の出 入 りを 止め 、 湛水 深 ３～ ５ cm と し 、 散布 後 ７

日は 湛 水を 保 つ。 また 、 中干 し まで は田 面 を空 気 に触 れさ せ ない よ

う注 意 する 。 特に ほ場 の 均平 が 不良 な場 合 は、 高 い部 分が 露 出し や

すい の で注 意 する 。  

 



 

７  病 害 虫 防 除  

（ １ ） 減 農 薬 栽 培  

「彩 の きず な 」は 、「 彩 のか が やき 」同 様 、穂 い もち 、縞 葉 枯病 、

ツマ グ ロヨ コ バイ に抵 抗 性を 持 った 病害 虫 複合 抵 抗性 品種 で ある 。 こ

の持 性 を活 か し、 減農 薬 栽培 に 積極 的に 取 り組 む 。 (使 用農 薬 ６成 分 以

内 )  
なお 「 彩の き ずな 」は 、 穂い も ちに は「 や や強 」 であ るが 、 まっ た

く罹 病 しな い わけ では な いの で 、常 発地 や 葉い も ちの 発生 が 見ら れ た

場合 は 必ず 防 除を 行う 。  
 

  

 

（ ２ ） 耕 種 的 防 除  

病害 虫 の発 生 抑制 のた め に薬 剤 防除 だけ に 頼ら ず 、下 記の よ うな 耕

種的 防 除に 積 極的 に取 り 組む 。  

 

  
 

８  水 管 理  

（ １ ） 移 植 後 ～ 出 穂 ま で  

 移 植 直後 は やや 深水 管 理と す る。 活着 後 は田 面 が露 出し な い範 囲 で

浅水 に して 分 げつ の促 進 を図 る 。  

   有効 分 げつ を確 保 した ら 、無 効分 げ つの 抑 制や 健全 な 根系 の 発達 に

〇　減農薬栽培の例

対象作業 対象病害虫等 対策(薬剤)

種子消毒 いもち病、もみ枯細菌苗、ｲﾈｼﾝｶﾞﾚｾﾝﾁｭｳ等 温湯消毒

播種・育苗 苗立枯病 1成分薬剤

苗箱施薬 主に害虫対策(ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ、ｳﾝｶ、ﾆｶﾒｲﾁｭｳ等) 1成分薬剤

除　　　草 発生雑草、時期に応じて 2成分薬剤等

本田防除 主に病害対策(紋枯苗、白葉枯病等) 1成分薬剤

※　この事例では5成分利用しているので、病害虫、雑草の発生状況によって、もう１成分
　利用可能である。

〇　耕種的防除の事例

対　　策 対象病害虫 効　　果

薄播による健苗育成 苗立枯病、苗いもち
苗箱内の風通しの改善による
湿度低下

本田へのケイ酸資材の投入
いもち苗、紋枯病、ﾆｶﾒｲﾁｭｳ
等多くの病害虫

ケイ酸による稲体強化

補植後の速やかな置苗の撤去 いもち病 感染源（置苗）を絶つ

周辺裸地、畦畔等の雑草管理 ｳﾝｶ･ﾖｺﾊﾞｲ類、ｶﾒﾑｼ等 害虫の繁殖場所を絶つ

※　カメムシ対策の除草は出穂前後2週間は行わない。



 

よる 登 熟を 促 進さ せる た め中 干 しを 行う 。 中干 し の期 間は 田 面に 小 ひ

びが 入 る程 度 で、 およ そ 7～ 10 日間 前後 で ある 。  

   穂肥 施 用後 は湛 水 し、 出 穂

前後 は 深水 管 理と する 。  

       

（ ２ ） 登 熟 期 間  

   出穂 後 ７日 以降 は 間断 か ん

水を 励 行す る 。間 断か ん 水を

行う 場 合は １ 週間 を１ サ イク ル とし 、湛 水 と断 水 を３ ～４ 日 で切 り 替

える と 良い 。   

   土壌 に ヒビ が入 る よう な 断水 は根 に 物理 的 なダ メー ジ を与 え 、養 分

吸収 を 阻害 す るの で避 け る。                  

 

（ ３ ） 落 水  

   早期 落 水は 外観 品 質の 低 下や 粒張 不 良な ど 著し い悪 影 響を 与 える 。

最低 で も 30 日間 は 土壌 水 分を 保 ち、 落水 す るの は 収穫 の 10 日前 頃 と

する 。  

 

（ ４ ） そ の 他  

   異常 高 温や 台風 等 によ る 強風 、豪 雨 が予 想 され る場 合 は、 で きる 限

りの 深 水に す る。  

   農業 用 水は 水利 権 によ り 取水 量、 取 水時 期 とも に制 約 があ る こと か

ら、 か け流 し は行 わな い 。  

 

９  収 穫  

（ １ ） 収 穫 適 期  

ア  早 植 栽 培  

収穫 適 期は 出 穂 後 35 日～ 48 日 頃 で、 この と きの 積 算気 温は お よ

そ 900～ 1200℃、 帯緑 籾 割合 は ほ場 達観 で 50～ 10%で ある 。  

           

  イ  普 通 期 栽 培 （ 6 月 以 降 ）  

収穫 適 期は 出 穂 後 38 日～ 48 日 頃 で、 この と きの 積 算気 温は お よ

そ 900～ 1100℃、 帯緑 籾 割合 は ほ場 達観 で 40～ 15%で ある 。   

 

登熟 期 間が 高 温に 推移 し た場 合 には 、登 熟 が早 く 進行 し収 穫 適期

が前 進 する ほ か、 子実 の 成熟 よ りも 帯緑 籾 の減 少 が遅 れる こ とが あ

るた め 、収 穫 適期 内の 早 いう ち に収 穫し 、 刈り 遅 れな いよ う にす

る。 ま た、 登 熟期 間に 寡 照が 続 く条 件で は 、帯 緑 籾が 残り や すい こ

とか ら 、出 穂 後日 数、 積 算気 温 で適 期を 判 断す る 。  

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

〇　間断かん水のイメージ



 

 
１ ０  乾 燥 調 製  

（ １ ） 乾 燥 時 の 注 意 点  

ア 水 分較 差 の大 さい 籾 を混 合 する と、 乾 燥ム ラ が発 生す る ので 別 々

に乾 燥 させ る 。  

イ 高 水分 籾 の高 温急 激 乾燥 は 、胴 割れ や 食味 低 下の 原因 と なる の

で、 絶 対に 行 わな い。  

ウ 初 期乾 燥 は送 風温 度 40℃以 下 と し、 穀 粒水 分 が 20％程 度 にな っ

てか ら 通常 の 送風 温度 に 上げ る 。  

工 籾 の張 り 込み 量が 少 ない と 循環 が早 ま り、 胴 割れ を起 こ しや す く

なる の で必 ず 適正 張込 量 を遵 守 する 。  

オ 過 乾燥 は 、食 味を 低 下さ せ るの で、 適 正水 分 14.5～ 15.0％ を 遵守

する 。  

 

（ ２ ） 籾 す り ・ 選 別 時 の 注 意 点  

ア 乾 燥不 足 や籾 温の 放 冷が 不 十分 な場 合 は、 肌 ずれ 米が 出 やす い の

で注 意 する 。  

イ 過 乾燥 籾 は胴 割れ が 生じ や すい 。  

ウ 選 別は 必 ずラ イス グ レー ダ を用 い、 流 量と 傾 斜角 度を 適 正に 設 定

して 調 製を 行 う。  

エ ラ イス グ レー ダは 、 1.80mm 以 上の 網 目を 用 い、 整粒 歩 合の 向 上

に努 め る。  


